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森鵬外「我百首」論
^津和野派国学と乙女峠事件を巡って^

はじめに

最後の津和野藩主・亀井茲藍山と鵬外の父

孚は、いずれも見事な髭を蓄えている。私は、

な歌を思い出した。

西村好子

魔女われを老人にして髭長き株儒のまとゐの真中に落とす

三者と「我百首」を結びつけることによって、連作「我百首」の磁場とその中の森鴎外

の苦悩が浮かび上がってくる。

森鵬外「我百首」論

津和野藩主・砥井茲藍(H代)は、神道を信奉し国学の発展に力を注ぎ、幕末明治維

新期の国学者・大国隆正御と福羽美静④がそのプレインとして活躍した。廃藩後、茲藍
じゃ二うのましこう

は新政府参与に列し、神祇事務局判事、神祇事務局副知事となり、劉香問祗候(天皇より

国事の諮問を受ける一員)として、国是大基礎御確定の大会議印原台2年5月21田の

席上の「祭政一致の世であるので国学による皇道復興は、国体の基礎」という奉答が朝廷

{5}
に採用された 0

「大攘夷」として開国を唱えた大国隆正は、平田派国学と決別し、天照大祁を重視する津

和野派国学を打ち立て、国家神道の形成に深くかかわり、神祇事務局権判事をつとめ、神仏

分跳や廃U、投釈などの杣道主義政策を指導し、ネ峅氏行政に大きな影導を与え、長州閥に繋

がっていた福羽美静がその跡を継ぎ、宗教行政の最高位(ネ斬岻大輔)に就いた(明4'1の。

そもそも、鵬外が薫陶を受けた藩校・養老館は、神道家・山崎闇斎の学統を継承してい

るし、大正6年には鴎外は、山崎闇斎派の儒者の墓所を書き留めている(「闇斎派諸儒墓

田録」手控えノート「道学遺書諸先輩墓所」の内題)。

鵬外の父静雄(藩医)は、東京の亀井氏から招かれ、明治5年H歳の林太郎を連れ、

静雄②と「教育刺店剖を起草した元田永

森鴎外「我百首」(明42.5)の次のよう
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上京した。「父嘗て他井氏の家扶たりき」(鴎外『日二酪明 32.10.13)とあることからも、

鵬外と他井家の関係は深い。亀井伯主催の園遊会に出席する鵬外は、人脈において、津和

野藩からは抜けられなかったし、特に「我百首」作成前後は、津和野派国学著の統創1・福

羽美静の女婿である福羽逸人子儒・と犯井家との交流が密になった時期綱といえよう。

元田永孚(1818~ 189D は、幕末から明治の儒学者値E本藩出身)で、明治4年宮内

省に出仕し、侍講として明治天皇の教育にあたった。この問、宮中顧問官、枢密顧問官を

歴任しつつ、『幼学綱要」を編集、「教育列ル剖を起草し、儒教による天皇制国家思想の形

成に寄与した。では、次に彼等と歌とを、からめながら解釈していきたい。

「魔女が、私を老人にして」とも、「魔女が私を、老人にして」ともとれるが、どちらに

も推Nナて、魔女が手厶を老人にして、老人で指の長い見識のない人達の集まりの真ん中に落

としたという歌意であろう。「株儒」とは、見識のない人を剛っていう語で「こびと」と

いう意味であるが、呉体的には他井茲監や元田永孚を指し、父苗"'を介在させることで大

国隆正や長州閥につながる福羽美苗レ津和野派国学者たちの「まとゐ」・集まりを指し、

鴎外が津和里H排主・侍医の長男として、まさに「まとゐ」の中心に生み落とされたことを

詠っている。ちなみに、福羽は、幼児期の腰の打撲によって身長が伸びなかったので、ま

さに「こびと」であった。悉はないが、三者の中に福羽の影は十分さしている。彼らに対

する嫌悪を裏付けるーつは、ほぼ1年後の『普請中』(明43.6)において、国学者が擢

造した祁代文字が冷ややかに描かれていることだろう。

食卓の栫へてある室の入口を挟んで、聯のやうな物の掛けてあるのを見れぱ、某大

教正の書いた神代文字といふものである。日本は芸術の国ではない。(『普請中』)

この一首と r普請中』には、国学者に対する密かな嫌悪感が潜んでいる。しかし、自分

もまた、津和野派国学者のように杣道を国教化し、天皇制国家を打ち立てた長州閥の統

帥・山県有朋の系列官僚として生きていかざるを得ないという諦めが、この歌には瀋んで

おり、津和野藩出身ということで、受け継がざるを得なかった宿命を「魔女」と表現して

いるだろう。

鴎外における宿命とは、髭のない福羽美苗レ円月冶初期の神祇官の最有力者であり、明
【フ〕

治の祭政一致を升勿乍った者」'との関係である。天皇みずからが敬神崇祖を率先する皇霊

祭の新設(明4)は、「福羽美静ら、長州閥につらなる津和野派国学者たちの一貫した構

想が実現したものだという」御。大国隆正は、宣教師御用係(明3)となり一年後に死去

したが、福羽美静は、医学校時代の鴎外に和歌の佃人指導をし、終生、鵬外は、その子孫
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の福羽子爵夫妻と交際し、令孃仟イ七子)の結婚式(明42.1.23)に夫妻で出席している。

鴎外がかかわった国語国字問題一・・→反名遣い問題^側も、沸源をたどってみれば、大

国隆正・福羽美静がやり始めた問題で、「大国派福羽美静をはじめ丸山作楽・物集高見・平

田東雄といった国学者が名前を連ね、歴史的仮名造いの立場をとる『かなのとも』」⑩が、

明治15年にできてぃる。鴎外は、肌郡寺仮名造調査委員(明4].5.15)となり、 f仮名遣意

見」(1司年6月26 印を発表する。ちなみに『かなのとも』の一員である丸山作楽帥もま

た、老人で髭が長い。

もともと、「我百首」は、日露戦争の時につけた「うた日記」(明治37年3月~ 38年

12月)の流れを汲み、交戦の合間の兵士のし情を後に回想した、「オ引翊序」伊小台43年6

月)において、鴎外は次のように言っている。

明治三十七八年役の時を思ふ。(中略)さういふ問に将卒の心は何物を要求するか。

一面には或る大きい威力を上に仰いでそれに頼りたく思ふ。人は祁を要求する。他

の一面には胸の中に荏罫貰する感情をどうにかして洩したく思ふ。人は詩を要求する。

つまり、日露戦争のような刈'外戦争においては、兵士ひいては国民を一体にする「神」

と「詩ヨが必須と言ってぃるわけで、「我百首」を「詩」と1呼び、冒頭に訓1が登場するの

は、日露戦争にも匹敵する修羅場に鴎外が投げ込まれたことの謂でもあろう。鵬外の次

男・不律の天折印乃治41年2 河 5日享年2歳)と『半日』(明治42年3月)に描かれ

る嫁と姑の不和による森家の修羅場と、津和野藩の封印された乙女峠事件を想起させる、

社会主義者への苛酷な弾圧という日本の修羅場との重なり合いの中に、鵬外は投げ込まれ

たのである。

森鴎外「我百首」論

では、乙女峠亊件とはどのような事件なのだろうか。

明治政府は、1868 (明治元)年から翌年の前半中に、日本全国を政治的・軍事的に統一

支配するとともに、キリスト教を弾圧し、神仏を分敵し、天皇の神格化と直結する神社信

仰、杣道を那実上の国教とし、国民の思想的・宗教的統一をはかった。明治元年4河、「新

政府、新しい禁令五条の内に切支丹邪宗門禁止の一条を加える」 q近代日木総合年表第

二版』岩波腎店 1984年)。キリシタンへの厳罰仏梁刑・斬首・さらし首)の実施に対'し

て、藩主他井茲藍の名で出された津和野藩の答申は、「処刑や拷問でなく、説諭改宗の方

法をとり、 B本国有の国体にのっとり、万国に優越する、国民精神の法則をたてよ』⑫
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と主張した。この「御政体よりして万国に卓然たる御法則」が天皇制ということになる。

ゆえに、キリシタン弾圧の裏返しとしての神道の国教化には、新政府参与となり神祇局首

脳となった亀井茲監と大国隆正と福羽美前北が深くかかわってぃる。

5月には長崎浦上地方の教徒の指導者Ⅱ4人を一斉検挙、長州・津和野・福山の三藩に

分け投獄した。翌年にはその家族約4千人を述捕し、十九藩に分け、結局、津和野藩は百

数十名の流罪処分を押し付けられた卿。そのことにっいて、次のような見解がある。

鴎外が米原家に通い始めたこの年(明治元年)の6月、津和野藩に長崎浦上からキ

リスト教徒28名が送り込まれた。これは、明治政府のキリシタン改宗政策を受けた

もので、明治3年にも新たに 125名が預けられている。藩は始め、改宗はあくまで説

得によるという方針で廐むがことごとく失敗し、徐々に肉体的弾圧の方法をとるよう

になる。しかしながら、鴎夕Nよ生涯の膨大な著述の中にこのキリシタン迫害に関する

ことを一切書き残してぃない{W

現在、乙女峠記念堂のある場所は、キリシタンの流刑地であり、殉教地であった。乙女

峠は、林太郎少年の生家からは約2キロ、養老館からは約1キロの近距航にあって、風向

きによっては、拷責の鞭に打たれて畔くその悲鳴を、林太郎少年は通学の途や養老館で聞

き取っていたのかも知れない。しかも、乙女峠事件に直接にまた密接にたずさわってぃた

御預異宗徒御用掛総括兼説得方が、林太郎少年の漢学の師であり、遠戚にもあたる米原綱
a5)

善の実兄金森・一峰であった⑮。

鵬外は乙女峠事件にっいて、終生、織黙を守ったが、国家権力による社会主義者への弾

圧が始まっていた日露戦争後のこの時期、乙女峠のキリシタン弾圧が生々しく眛生し、密

かに「我百首」に詠い、吐き出したのではないだろうか。

次に、「我百首j 捌H乍の磁場について考えていきたい。

0

日露戦争後の不況下、赤旗事件(]908年、明治4]年6月)が起こり、社会党を合法化

し、山県有朋の逆鱗に触れた西園寺内閣は崩壊し、第二次桂内閣の発足(明治4]年7

月)を起点とした日本を磁場として「我百首」は展開している。明治41年6月22 目 宅主、
/1L

畑寒村らは、山口孤剣出獄の歓迎会において、無政府共産の赤旗を掲げ、泌官と衝突、述

捕された。 6月25日内相原敬、天皇に社会主義者取締の現状にっいて上奏した。これ

より前に、山県有朋は、西園寺内閣の社会主義者取締の不完全なことを上奏してぃた。
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常磐会歌会を主催する山県有朋に近い位置にいた鴎外が、この上奏を知っていたとして

も不思議ではないだろう。「鴎外さんの社会思想文献に対する知識は広汎で、且っ正碓で

あったJ(m のだから山県が相談し、その教えを乞うてぃたことさえ推定できる。 n848
バリ

年巴里に於ける国立工場失敗の始終を述べ」⑱る鵬外は、山県に敢えて反対しない立場

をとったのだろうか。後に社会主義または社会運動にたいする対策む凍る「永錫会」⑲

に入っていたことが鴫外の「日記」から分かる。

この上奏の後、病的な主義署嫌いで知られる山県有朋の意を受け、腹心・桂太郎が、社

会主義者に対する峻烈な弾圧政策を開始していた。そういう政府の施策は、鴎外に、キリ

スト教を厳しく弾圧し、最終的に虐殺もした、乙女峠事件を想起させたのではないだろう

か。

明治元年、津和野藩は明治新政府から長崎浦上のキリシタン徒153人を預かった。流罪

者には、隠,れキリシタンの精鋭が多く、改宗説得と教導は失敗した。その結果は、食べも

のをやらない口責め、横にもなれない三尺牢、冬の池での氷責めなど、棄教をせまる卑劣

な手段や迫害、厳しい拷問や虐待が行われた。そのため四分の一近い36名の殉教者を出

している。「こうして乙女峠は浦上キリシタンの尊い殉教の鮮血で彩どられ、日本切支丹

n動
殉教史に彼等はその栄光を永遠に飾ることになってしまったj ⑲。

この血塗られた乙女峠事件を鴎外に痛切に想起させたものとして、次の二つを挙げたい。

ーつは、「我百首」刊行の2力月前に出版された北原白秋の『邪宗門』(明42.3)であ

る。「邪宗門扉銘」には十字架に礫になったキリストの版画(石井柏亭)があり、冒頭の

打亮睡」の後、「溌季」(末世)という題の、宣教師と修道士ら三人が海辺に立ってぃる版

画のあと「邪宗門秘曲」が始まる。
は"き土ト

「末世の邪教、切支丹でうすの魔法」に井卜かり「血の礫背に」なって死んだキリシタン

を詠んだ詩だ。キリシタンの傑刑は、血の赤として以下のように続いtいく。「禁制の宗

門神を、あるいはまた、血に染む聖礫」「紅の夢/善主蒼」「紅毛の不可思議国」「色赤き
にほひと あ

びいどろ」「匂鋭きあんじゃべいいる」「南蛮の桟留縞」伴可刺舎珍配の酒を」⑳「林

檎」「血潮」「火黙る」「血の傑〒テ」「奇しき紅の夢」と、「邪宗門秘曲」には、血の赤が
滴っている。

その血の赤は、当時の人々の脳裏に、「紅毛の不可思議国」のキリスト教を連想させ、
nりきせ

キリストあるいはキリシタンの「血の礫背」から、赤旗哥i件の「赤j を迎想、させる。それ

が、社会主義思想と西欧的な革命杣話の連想になったとも考えられる。

文学史的には、「観念的・思想、的なものを斥けたところに、「邪宗門」の""宗門」たる

所以がある」(矢野峰人)や印倒瓏げなるものを暗示するのみ」で「読者は各自の連想作

]05
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用を此織物に結び付けなくてはならぬ」(木下杢太郎)と評価されている。が、奔放で華

麗な詩の言語によって、感覚的に官能的に麻抑したように詠まれたキリシタン礫刑の新体

詩集は、鴎外の脳裏に血の赤をしたたらせてΥ故郷津和野の乙女峠事件をあぶり出したの

ではないだろうか。

もうーつは、「混沌j という題で、「我百首」作成の時期と近接する明治42年1月17日、

津和甥りト学校同窓会において講演したことである。鷆外は、思想が激動する喝イ弌において

は「椋鳥のやうなぽつと出のやうな考えを持つてゐて、どんな懇、想が出ても驚かない」こ

とを評価し、「椋鳥的気質」を持っている人として福羽美静を西周とともに挙げている。

鴎外自身も、その気質を潤養しようとしてか、講演の二力月後に「椋鳥通信」(明42.3

~大2.12)において、海タトの文化等を紹介し始める。それは、剛汐H流の符丁で「どんな

思想が出て来ても驚かない」ことであり、国学思想にも社会主義思想にも革命神話にもひ

いては様々な宗教にも等距誹をとるということの暗黙の表明であったのではないだろうか。

正に混沌という状態で「我百首」は制作されたということになる。

ハレー彗星が接近し、社会主義者が活動を活発化している社会不安の中、日鉾戦争・後の

不況下の日本は、「赤」に導かれて、まさに混沌としていたのある。ゆえに、「我百首」に

貫流しているものは、「赤旗事件」の赤であり、キリストや隠、れキリシタンの流した血の

赤であり、その赤は癒畏後の晩餐」の赤ワインであり、赤ワインを飲んだように鴎外を酔

わせた二ーチェの思想であり、社会主義者のこれから流されようとしている血の赤(大逆

事件、明治43年5月)であろう。その混沌の原籾を描いたのが、挑解でなる第一首から

第十首である。それを解釈していぐ前に、「我百首」のおおよその見取り図を示したい。

四

「手戈百首」印河i台42年5河)は、「現実から飛躍して詠まれた歌が多い」(平山城児 W)

「象徴性を帯びたj「百首百様の多彩さ」(小堀桂一郎W)など先行研究において、分析に

なじみにくいとみなされてきた。最近では、「彼の生涯にわたる悔恨の思い出である『舞

姫事件」を詠った迎作」(小平克⑳)と、解釈されたが、鴎外自身は、次のように説明し

ている。

我百首と題する短詩は、長い月日の間に作つたものを集めたのでもなく、又自ら選

んだのでもない。あれは雑誌昴の原稿として一気に書いたのである。その頃雑誌あら

らぎと明星とが参商の如くに相隔たつてゐるのを見て、私は二つのものを接近せしめ

ようと思つて、双方を代表すべき作者を観潮楼に請侍した。此毎月の一度の会は大ぶ
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久しq涜いた。我百首を書いたのは、其会の隆盛時代に当つてゐる。(『沙羅の木』序

大正4年)

鴎外は「一気に書いた」と回想しているが、実際は「『常盤会詠草』『国民新聞掲載歌』

それに r観潮楼歌会』などから数首ずつを選び収めている」(山崎國紀前出)。それらを

挿入しつつ、「一気に書いた」と想定していってもいいだろう。

この「序」を基にすれば、「チ戈百首」は、日常生活に密着した「あららぎ」の写生的な

系列と「明星」のロマン的な物語系列とによって、編み込まれた連作「詩」と考えられる。

「あららぎ」的な系列には、百日咳に櫂った二人の我が子が詠み込まれ、天折した不律

への挽歌を含みつつ、この修羅場に遭遇した夫婦の亀裂と森家の陰彬な現状や回復した茉

莉の姿が詠まれてぃる卿。「明星」のロマン的物語系列は、記紀神話とギリシア祁話を軸

に展開され、ひいては、神道を国教化した天皇制国家日本と日本人が詠まれている。

もともと、鵬外は親友の賀古鶴所と共に、日露戦争後発足した山県有朋の主催する常磐

会歌会(明治38年~大正U年185回開催)の幹事であった。陸軍上層部に鴎外を排除

しようとする動きがあって、それを寮知した賀古が、「謀略を防ぐ手段として、山県有朋

という大樹の陰に林太郎の身を置こうとしたのである」(苦木虎雄張ぢ外研究年表』 2006

年6月鵬出版)。常磐会歌会は、兼題方式で伝統的な花鳥翻詠の旧派の和歌の会であっ

た。それにあきたらない鴎外が、「あららぎ」的なものと「明星」的なものとの融合を意

図して、観潮楼歌会を立ち上げ、ひいては「我百首」を創作したのである。

また、「明星」の「新詩社の会」のロマンと、「佐々木信綱君一派」の花鳥調罰哥kと、

「伊藤左千夫君一派」の写生歌などの耻ヒ等の流派は皆甚だしく懸隔」しているが、「これ

が皆いつか在来の歌と一緒になつて、輝然たる新才予情詩の一體をなす時代があるだらう」

と、その畔財予恬詩」として「我百首」の試みを語っている(「相聞序」明治43年3月6

日)。

つまり、汗戈百首」の創作を、全体的な短歌史、あるいは杼恬詩史を仙瞰Lた上での試

みと圖汐Nよ強調しているが、それだけではあるまい。表現したいという奔出するような内

面的欲求があってのことで、その延長線上において公私ともに戦場の如き修羅場を抱えた

鴎外が、胸に畿私する感情を吐き出したいという強い衝動に駆られて、「我百首」を連作

詩として書いたのではないだろうか。つまり、「徹底して類型的発想に終止する」常弊会

歌会(却では、詠むことのできない内面を洩らすには、「明星」のロマン的物語的枠組み

を必要としたのである。Π明星」のロマン的物語系列と、「あららぎ」派の写生派系列に通

底するものは、血の赤で、奇矯と言われ、一貫した解釈を拒んできた第一首から第十首ま

森陽外「手戈百首」 論
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でを解釈したい。

五

では、ギリシア袖話と記紀相瑁舌をその枠組みとした、第一首の解釈から始めたい。

ふち二ま

斑駒の骸をはたと拠ちぬ olympoS なる袖のまとゐに(])

「斑駒の骨刻とは、「逝剥ぎに暴明いだ血だらιナの「天の斑駒」で、須佐之男命が天照大
仕たおηめ

神の機織小屋に投げ込んだものである。「天の服融女見驚きて、後に陰上を衝きて死に

き」(『古事記』)と続く。記紀神話では、須佐之男命の乱行が乙女の凄惨な死を招き、機

織小屋は血の赤で染まる。須佐之男命は、天照大神の弟だが、荒ぶる神で、天の岩屋戸の
たか立 大かま

事件を起こし、高天の原から追放された。高天の原から olympoS 山が連想され、最袖井ψ
武ち:土 bくる

ゼウスが主催する olympoS 山の十二神の宴会に、「斑駒の"刻が突然放り投げられ、日本

神話とギリシア袖話は架橋される。全知全能の神ゼウスは、空を支配するとともに、政

冶・法律・道徳などの人問生活を支配する。日本判啼舌とギリシア祁話をすりあわせてぃる

わけだから、そこから泉り出されてくるのは、天皇とゼウスの重なり合いということにな

るだろうか。鴎外の混沌とした心情のな力゛誹起されたのが、記紀神話の須佐之男命であり、

ギリシア神話の 0]ympoS の十二利]ということになる。

鴎夕μよ、「我百首」の第一首をキリスト教以前のギリシア袖話の↓即兪で始めた。それに、

万世一系の天皇制の聖典である記紀神話を取り込み、西洋の世界の始源に日本神話を投げ

込んだ。「明星』で流行していたギリシア料疇舌⑳と、青木繁の「海の幸j(明治37年9

月)「わだつみのいろこの宮」(明治40年)などの絵画の題材吻である日本神話に拠り、

明治ロマン主義の色合いに染められた物語枠組みを作っている。が、 0]ympoSの十二神

とは、鵬外力泳冬生仕えた、第十二代亀井茲明を含めた他井家の比喩であり、ひいては天照

大神を重視する津和野派国学者の集いを椀曲に指しているのではないだろうか。その集い
むくろ」;ち二.土

に「斑駒の骨刻を投げ込んだのは鴎外その人ということになる。このことをよく示すのは、

冒頭に対応する棹尾で、罪を犯した須佐之男命に作者鴎外を喩えている歌である。

七くみ

108

我詩皆けしき賊物ならざるはなしと人云ふ或は然らむ(100)

私の詩σ我百首」)は皆、異様な、獣のはらわたで、「窃盗など財産に対する罪に当る

行為によって得た財物で、被害者が法律上の回復追求権をもっもの」(広辞苑)、つまり

ぞうもつ



「罪を犯して得た物」であると人は言うが、或いはそうかもしれないという歌意か。貝偏

なのに月偏の「ぞうもつ」のルビがふってあるので、その意も含めているのだろう。

須佐之男命の凶行からひきおこされた乙女の凄惨な死には、乙女峠から連想された「乙

女」と隠れキリスタンの礫刑の結合が密かに重ねられており、鵬外の側から言えぱ、脚気

問題の致命的誤りのため、日露戦争において陸軍の多くの将兵を病死させた⑳自分を罪

人と捕らえていたことが分かる。それに、次男不律の安楽死とも考えられる天折もある。

以上のように自己の犯罪性と津和野藩の隠、れキリシタン流罪処分(乙女峠事件)を秘めて

いた第一首の次には、それを反映して、イエス・キリストが登場する。

もろ神のゑらぎ遊びに釣り込まれ白き歯見せつNazarethの子も

須佐之男命は、ギリシア袖話の軍袖のアレスに模され、アレスと情を通じていたといわ

れる、アフロディテ(エロスの母)という二人の神の笑い遊ぶのに釣れ込まれて、ナザレ

の子であるイエス・キリストも笑って白い歯を見せるという、いわゆる聖家族が描かれて

いる。それは、鵬外としげと不律の上ヒ喩であろう。

アレスは特に残酷な血なまぐさい戦いの神、アフロディテは美・恋愛・豊饒の女神で、

イエスには天折した不律をひそかに重ねているだろうか。乙女峠事件を基底にしているこ

の連作は、軽々とギリシア神話からキリスト教へと移行できる。それは、西洋の思想を始

源から照射しようとする遠近法的まなざしによるだろう。

罪を犯した須佐之男命は、鵬外であり軍神アレスに讐えられているのだから、アフロ

ディテは美の女神でいわば天上界の華であり、「少々美術品ラシキ妻」(明治35年2月9

日、賀古鶴所宛書簡)で、しげを讐えており次歌に「天の華」として登場する。

森鴫外「我百首」 論

南め

天の華石の上に降る陣痛の断えては続く獣めく声(3)

しげは既に杏奴を妊娠中で、この歌が「四月中に詠まれたとするならば、夫人は妊娠

九ケ月目にあた」(平山城児前出)り、出産を問近に控えている。不律の一周忌を過ぎ

て5月5日の端午の節句を前に、妊娠中の胎児は、死去した不律の代わりに誕生するのだ

という意識もあっただろう。共通するのは、妻の出産と産梅なのだ。「石」とはその産梅

の白い堅いべッドの比1喩で、陣痛の苦しみのため断続的に漏らす獣のような声が、ベッド

の上に降るという生々しい一首だ。その陣痛の結果、次の「小き釈迦」が誕生した。

( 2 )

'主 ぢ人つう けしの
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小き釈迦摩掲陀の国に悪を作す人あるごとに青き糞する(4)

「小き釈迦j とはイエス・キリストの転移したものであり、不律を特えているだろう。

「青き奨」とは、誕生したぱかりの赤ん坊が排池する緑便であり、死を迎える人が排池す

る緑便である。前首のようにしげは、苦しい陣痛の後に、不律を出産した。不律は誕生し

てまもなく緑便をし、百日咳から肺炎となり死が問近になって、また緑便をしたのであろ

う。それが複数を暗示させる「ごとに」という言葉を引き出している。

「摩掲陀の匡U とは、古代、仏教・ジャイナ教が興った中インドの国で、(2)の

Nazarethの、イエスが育ったイスラエル北部の町と対応して表出された。対応血Nこは、

鵬外の漢文学における対句的思考がある。また、「小き釈迦」に讐えられた不律の生まれ

た、王のいる国・日木でもあり、「悪をなす人」とは、不律誕生の明治四十年から死去の

四十一年の日露戦後の不況下においてΥ活動を活発化している社会主義者であり、彼らに

峻烈な弾圧政策をとる政府首脳なのではないだろうか。

女 "会人

我は唯この菴没羅菓に於いてのみ自在を得ると丸呑みにする

前首の社会不安の中、それに巻き込まれず思いのまま本来の自分としておれるのは、菴

没羅菓(マンゴー)を食べる時だけなので、丸呑みする。「菴没羅菓に於いて自在を得る

のみ」は、阿育壬(アシヨーカ王)の言葉として郎可育王事蹟」(大村西崖との共著、明

冶42年1月)にある。阿育王は、「最後の布施なり」と言って眼目する。

この説話に浮剣と冠しているので、自分をU、教を広めた阿育王に喩えているか。鴎外

は西洋医学と衛生学を日本の国に広めたけれども、最期に及んで、自分を安堵させるもの

としては、マンゴーのみしか残らないのだという暗いニヒルな心情を詠んでいて、「岩見

ノ人森林太郎トシテ死セント欲ス」という遺言の認識と通底するものを感じさせる。この

遺言とは、「公」と「私」に扶撃され、どちらの修羅場をも潜らねぱならない鴎外が、そ

のどちらの燈界にいることも肯ぜず、「裸という意味」(谷沢永一)で死にたいということ

だったのだろう。何ものにも束縛されたくないという自由への希求とこのニヒルな心情と

は表裏であって、ニーチェと通い合うものがある。

鵬外は、世界の始源を告げるギリシア神話と日本神話を想起しながら、ニーチェの超人

思想を借り、自己の居る場所が強いてくる神道国教化という思、想を浮戈百首」のなかで吐

露し、ともすれぱそれに反発しようとする自己を納得させようとしたのではないだろうか。

あ、心らくわ

( 5 )
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年礼の山なす文を見てゆけど麻姑のせうそこ終にあらざる

山をなす年賀状を見てぃっても、そこには、鳥のような爪をした若い娘の姿をした道教

の仙女・「拜赦占」の消息、はないので、前首において自分の死期を意識したけれども、まだ

所歉古」とともに天に昇らなくてもいいようであるの歌意か。マンゴーの対として、仙果

桃を連想し仙女「麻姑」に至ったのであろう。インドから中国へ、 U1文から道教にと視野

を拡大し、Π様姑」の描かれる中国の神話・「神仙伝」が登場している。

』、み

憶ひ起す天に昇る日籠の内にけたたましくも孔雀の鳴きし(フ)

天に昇る「麻姑」という前の歌からの連想により、「麻姑」が天に昇る日、押し込めら

れていた籠の内でけたたましく孔雀が鳴いたという歌意か。孔雀は、仏典にあるヨ封彪を食

べる孔雀明王を想起させ、'世の「稜れ」を救済するはずのものが、「籠の内」に押し込め

られていて世界は杉朔1ているままだということになる。キリストが昇天する日も視野に入

れれぱ、仏教とキリスト教を架橋しようとしたか。

二

森鵬外「我百首」論

( 6 )

此星に来て栖みしよりさいはひに矛刷翊記者もおとづれぬかな

前首の昇天と、現実のハレー彗星の接近から、地球をーつの星としての位置づけをして、

天から地球に来て栖み始めてから、幸いなことに嫌な新聞記者が訪問して来ないなあと詠

んだ。この頃の鵬外について、啄木は次のように日記に書き残している。

先生は近頃非常に新聞記者をイヤがつてゐた。

「この里に来てすみしより漸くに新朋記者も訪ねこぬかな」といふ歌を作つたと言

つてをられた。(「啄木日記」明治42年1月17 印

この歌は、改作ととれるが、新矯帰e者への嫌悪感が深まっている。それは、Π雀軍省に

出入りする新聞記者等の会合する北斗会」で、「東京朝日新聞社の村U,1県が、小池は愚直

伐創
なりしに汝は幌薄なりと1叫び、林太郎に暴行を加える」(明治42年2月2 印という

亊件が起こったせいではないだろうか。次の日2月3Bは、不律の一周忌にあたる。

( 8 )

或る朝け堤を伸べて目にあまる稜れを掩ふ大き白鳥四)
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前首をうけて嫌悪すべきことのある東京と、社会不安や社会主義者の活動、またそれに

対して峻烈な対策をとる政治などを「稜れ」とし、それを浄化する雪の白にΠ本武鄭の逝

去の際の白鳥伝説を重ね合わせたのだろう。雪の白が(2)の「悪を作す人」の「織れ」

を清め、「稜れ」に満ちた場所としての東京を逆照射している。一面の雪に毅われた東京

を、堤を伸ばしている白鳥に聽えての作だ。「チ戈百首」の制作が4月中としても迎日にわ

たって雪が降った 1月は、印象深かったであろう。 1月9日・10日と降り、雪が消えて

いないのにまた 13日に降った。(「日記」)。

雪のあと東京といふ大沼の上に雨ふる鼠色の日

1打 18日の次の日は、「雨降る。泥淳・の道路が歩きにくい」(r師汐師升究年表』)とある

ので、「大沼」と警えたのか。沼は、一度足を踏み入れたら、ずるずるとひきずられて行

き、足が抜けず、消極的に自滅していくところである。ゆえに、「東京」を「大沼」とし

て捉えたのは、(8)の「稜れ」に満ちた場所'としての東京を首都とする天皇制国家日本

の将来への暗い認識とそこから抜けられない自分への諦めをも剤功、に見つめてぃるからと

言えよう。この「東京といふ大沼」という認1哉は、(1)の「オリンポスのまとゐ」のも

うーつの表現で、冒頭に引用した(89)の「髭長き休儒のまとゐ」に支配される日本とい

うことで、次に引用する「夢に生れて砂;に死ぬる民」の住む国ということになる。

ちなみに、初代の東京府知事で五箇条の御誓文の原案を作成した・由利公正(1829~

1909)もまた髭が長かった。

(10)

円聾の凝りたる波と見ゆる野に夢に生れて夢に死ぬる民四D

「円堕の凝りたる波と見ゆる閏・」とは、「円弛」が盛り上がった土のことであるから、山

を、「波」とは山}脈を指し、平地の広々とひろがるドイツではなく、山がちな国である日

本をさしている。そこに住む民が「夢に生まれて夢に死ぬ」のは、万世一系である天皇制

の記紀神話を言い、天照大神からの血統を継ぎ正当化された天皇のために死ぬということ

を詠い、迫真的である。

「夢に生れて夢に死ぬる民」は、「自分はこの自然科学を育てる雰圀気のある、便利な国

を跡に見て、夢の故郷へ旅立つた」(『妄想』明治4年3月4 田の「夢の故郷」と関連

する(小平克、前出)一首である。鴎外は、観潮楼主人とともに「夢見る人」という号を

用いているが、それは皮肉な諦めで、「夢見る」とは「fatalistish な(独宿命計Mり)、鈍
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い、陰気な感じに襲われる」(1妄想』)ことだったのではないだろうか。

.」ー

ノ＼

「先頃我百首の中で、少しりルケの心持で作つて見ようとした処が、ひどく人に馬鹿に

せられましたよ」(「家常茶飯付録・現代思想」明治42年10月)

と、鵬外自身が、「我百首」について言及している。それは、特に次のような恋愛至上

主義の歌群(すきとほり真赤に強くさて甘き Niscioree の酒二人が中(26))などを指し、

「激しい恋」という題詠であり、ニーチェの云う「運命の愛」を思う存分「西欧の近代打

情詩の精神で」卿¥永い上げたものでもあっただろう。代表的な一首を解釈したい。

善悪の岸をうしろに神通の帆掛けて走る恋の海原(46)

「善悪の岸」とは、ニーチェの『善悪の彼岸」から思いっかれたものか。「当時鵬外が読

んでいた二ーチェの影響を受けた歌であろう」(平山城児、前出)という指摘が、既にあ

る。

また、『追難』(明治42年4月)に二ーチェの言及がある。「我百首」完成直前に発表し

た脚本「仮面」(『昴』明治42年4月)は結核患者ではないという「仮面」をっけて生き

て来た杉村博士が、結核と分かった学生に「善悪の彼岸にたって」、自分と同じように

「仮面」つけて孤高に生きていこうと励ます。博士は結核患者であった鴎外を田枋佛と

させる。

森鵬外「我百首」

善とは家畜の群れのやうな人問と去就を同じうする道に過ぎない。それを破らうと

するのは悪だ。善悪を問ふべきでない。家畜の群れの凡俗を航れて、意志を強くして、

貴族的に、高尚に、寂しい、高い処に身をおきたいといふのだ。

「家畜の群れのやうな人問」を超越し、善悪を超えて生きてぃくというのだから、善悪

を云々しないで神力靖午してくれた恋を生きていくのだと、極私的な個人の感情にまで介入

してくる国家に対して、「神」を出して挑城的に愛を詠っている。

こういう傾向の歌を「我百首」の解釈として全面に出すこともできる。けれども、それ

は、津和野派国学と乙女峠事件を詠い、キリスタンを弾圧し、神道を国教化した天皇制国

家のはらわたと「夢に生き夢に死ぬ」日本人という捉え方を盛り込んだ歌群を隠蔽するた

めの鴎外の「仮面」ではなかっただろうか。

Ⅱ3
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終わりに

相反する二つの系列(アララギ派系列と明星系列)によって編みこまれた『我百首』に

通底するものは、血の赤と葡萄酒の赤で、肉体を死に至らしめる悲惨で残酬な赤と、

チェの超人思想の葡萄酒のように肉体を酔わせるイディオロギーとしての赤である。

チェは古代ギリシアの文献を考察する文献学から出発し、キリスト教の道徳について分析

し、近代の西洋が「祁の死」というニヒリズムにあると主張し、西洋近代を批判した。

「我百首」は、『古耳靖磁によって正当化されている万世一系の天皇制国家・日本近代の擬

制を、津和野派国学と乙女事件をからませながら透視しようとした。

それを可能にしたのは、明治40年に歌道御用掛でもあった福羽美静が逝去しΥ津和野

イ29)
派国学の範が緩んだこと、'割亥患者ではないという「仮面」をかぶっているという罪

の意識と、脚気問題における漸槐の念を超えるために、ニーチェの超人思想という「自分

を酔はせる酒」(『妄想」明治44年3月)をしたたかに飲んだことによるだろう。様々な

「赤」のイメージに翻弄されてイ翻、鵬夕μよ「手戈百首」を連作として詠んだのである。

様々な赤は、棹尾の歌に凝縮され、その理由が明かされる。鵬外自身が「我百首」のま

とめとしている第百首目を、再度評釈して終わりとしたい。

我詩皆けしき鳳物ならざるはなしと人云ふ或いは然らむ a0の

この私の連作である汗戈百首」は、理解しがたい「鳳物」(罪を犯して得た物)である

と人は言うだろう、あるいはそうかもしれないと自問し半ぱ肯定している。罪を犯してい

るので、誰にも見せず隠、してきた私の血にまみれたはらわたを「我百首」という詩にぶち

まけたということになる。

その結果、あぶり出されてきたことは、苛酷な弾圧をする対象はキリシタンと社会主義

者と異なるが、弾圧する側は同じで津和野派国学を基盤として立ち上がった天皇制国家を

支える「係儒のまとゐ」である。

ニーチェの言う神の死に重ねて天皇の死も予想、される危機的な社会状況の中、天照大袖

を中心とする津和野派国学の中心に運命的に産み落とされた鴎外は、「我百首」制作過程

において、諦観とともにその位置を受け入れようとしているのではないだろうか。

鴎外がもうーつ詠いたいことは、不律の天逝で、アララギ派系列として後の斎藤茂吉の

連作「死にたまふ母」(『赤光』火二)に匹敵する挽歌として、詠んだ。にもかかわらず、

本論(4)の冒頭で紹介したように「チ戈百首j は、「うまくもない新発明の歌」(石川淳)

ぞうもつ

H4

ニ
ニ



「現実から飛躍して詠まれた歌が多い」(平山城児)、印隹雑然と収り集めた百首」(小堀桂

一郎)、「『狸姫事件」を詠った連作」(小平克)等と評価されて来た。これらの評価は、山

県有朋系官僚として隠さねぱならないという作老の意図に幻惑されているだろう。

実のところ鴎外は、津和野藩出身という輕きに縄縛されながらも、真剣に自己の持てる

短歌の技を縦横に駆使し、不律の天逝と津和野の乙女峠事件を芯に家庭と国家の修羅場を

詠んだのである。特に後者については、国体を護持するためには、乙女峠事件に類イリ、する

社会主義者弾圧に踏み切らざるを得ないというぉぞましい罪の予感の中で制作されたので

はないだろうか。

弟殺しを拙いた「高瀬舟』(大5.1)を安楽死の是非を巡る作品研究から、山崎正純

『丸山真男と文学の光景」が、哲学館事件印原台35年12月13 印の「動機善にして悪な

る行為ありゃ」の「問いの先端にこの弟殺しのエピソード」を創出したと評し、安楽死が

テーマといういままでの評価軸を見事に転換させたが、蒔戈百首』においても、国体を護

るために社会主義者弾圧という「悪の行為」を犯さざるを得ないという罪の意識に心身を

引き裂かれながらも、天皇制国家の基盤となった津和野派国学と1唆烈な社会主義者弾圧を

せざるを得ない日本と日本人の在り方を詠わずにおられなかったと言えるだろう。国家と

個人のキタナラシイハラワタをさらけ出したのだ。まさに明治国家の中枢を生き、国家と

個人がぎりぎりときしんでぃる個人の内面悦)を詠った迫力のある連作としての詠唱群で

ある。

森鴎外「我百首」論

>王

( 1 ) 津和野藩主(第Ⅱ代,1825~ 1885)参与職神祇事務局判事・杣祇事務局副知Π"・津和

野藩知亊・華族会館幹事などを歴任。珀本人名大辞典」平凡社、1979年、参照。

森静雄(1835~1896)森家の婿荏子で、峰子の夫。津和野藩の典医で藩主の上京に従っ

て、林太郎を伴い出郷。「萎縮腎と肺気腫で没した」。森於菟 r父親としての森厚汐琵大

雅出版、 1955年。

大国隆正 a792~187D 幕末維新期の困学者であり津和野藩士。尊王敬杣と誠を核とす

る教えを説き、それを「本教」「本学」(彼自身は津和野本学と称した)と名づけ、また

「大攘夷」を唱え開国を勧め、天照大杣を重視し平田派神学と決別した。門人に福羽美

靜・玉松操がいる。日本歴史学会編卵"治維新人名辞典』吉川引、文館、 1991年、参照、。

福羽美静(1831~ 1907)幕末明治の津和野蒋の国学者、天皇の侍講(r古事記」進誠)、

官吏(ネ1貯氏亊務局権判争・参事院議官・錦鶏問祗候・貴族院議員・歌道御用掛など)、子

爵、国学のほかチm炊にも長じ、また書をよくした。1明治維新人名写"崎前出、参照。

( 2 )

( 3 )

( 4 )
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( 5 )

( 6 )

松島弘酔旦和野藩主他井茲賂」津和明・歴史シリーズ刊行会、 2000年、 168頁。

鴎外は、他井家 12代茲明(18a ~ 1896)のドイツ留学中には家庭教師の紹介などの世

話をし、分家の破産問題で家政会議にあずかり、屯井氏の奨学生の選ぎをし、明治39年

にはその奨学生のための菁菁塾の理事長になっている。一年後には「m井伯家家政相談

人を受任」(当主は1如常「自紀資料」明如.9 8)され、 41年2月22日とも福羽子儒と

ともに亀井家の家政を協議している(「日記」)。

ヨン・ブリーン「幕末維新期の神道思想、について」(『宗教と国家」日本近代思想休系ン

五付録 1989,9 岩波・書店)による。

武田秀章 B丘代天皇祭示田形成過程の一老察一・一明治初年における津'1叫牙派の活動を'や心

に・・ー」井上順孝・坂木是丸編『日本型政教関係の誕生j 第一書房、19釘年、 86頁。

明治41年5月25日賄時仮名逃調査委員会となる。 6月26日臨賠オ反名遣調査委貝会

でΠ反名遣意見」を演説して文部省案に反対。

小森陽一『日本語の近代」岩波書店、 2000年、 105頁。

丸山作楽 a8如~ 1898)明治の政治家、帝国憲法及び皇室典範の制定に従事。元老院議

官、 f妨剣浣議員。神祇官の再興に力を注ぎ、神道、教育界、及び社会亊業に盡悴した。

珀本人名大辞典』前出、参照。

亀井茲藍、福羽美静「見込言上轡ヨ(注(5)に同じ、 152頁)と、家近良樹齡甫上キリ

シタン流配事件^キリスト教解禁への道」吉川引、文館、1998年、参照。

沖本常吉 r乙女峠とキリシタン」津和野歴史シリーズ刊行会、]971年、 4頁。

山崎一頴監修「森鴎外明治知識人の歩んだ道』森鴎外記念館、1969年、兜頁。

中村文雄『森鴎外と明治国家」Ξ一書房、 19兜年、 48頁。

注15と同じ、 176頁。メンバーは、山県有朋、桂太郎総理、平田東助内相、小松原英太

郎文相、穂積八束教授、井上通泰、賀古鶴所、安広伴一R畷去制局長官。

小泉信三「鴎外と社会思想、」『森鴎外研究』筑摩書房、 1960年、 53頁。

注(17)に同じ。

注(13)に同じ、 5頁。

以下()内は、吉田精一珀本近代詩鑑賞^明治編』絶鳴石社、1990年)による意

味である。「でうす」(キリスト教における神)、「あんじゃべいいる」(オランダ語で力ー

ネーシヨン)、「阿刺吉」(オランダの火酒アラク)、「珍酷」(ポルトガル語の赤ワイン

のヴィーノ・タイント)、「善主磨」 qesus)でキリスト。

「『我百首』の構成」平山城児「鴎外「奈良百首」の意味」笠間書院、 19乃年、 188頁。

小堀桂一郎 r森鵬外批評と研究」岩波書店、1998年、 62頁。

小平克「森鵬外「我百首」と彩豆姫事件』』(同時代社、2006年)、山岫國紀「評伝森

鴎夕惨(大修館書店、 20俳年、394頁)など参照。前者については歌番号を踏襲させてぃ

ただいた。

護謨をもて消したるままの文くるるむくつけ人と返ししてけり(4の

当時は、鉛筆や護謨消しなどの文房具が、まだ珍しかった。茉莉が遊びで鉛筆で霄き、

護謨で消した跡のある手紙を、父・鵬外に渡した。その手紙を、私は延礼な人とあきれ

て、そのまま返したのであったなあ。ここには、不律とともに百日咳にかかり死線をさ

(フ)

( 8 )

四)

ao)

aD

(12)

a3)

(14)

(15)

(]6)

(17)

(18)

a9)

(20)

(2D

(22)

(23)

(24)
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まよった茉莉が、元気になって鉛筆と護謨消Lで遊んでいることを詠っている。エリー

ゼ説(小平克前出)があるが、親子の戯れを詠んでいると鑑賞していいだろう。籾出

は「國民新聞」(明 42.1.30)。

をさな子の片手弾くピアノをも開きていささか楽しむ我は四3)

幼子が、戲れに片手で弾いてぃるピアノを聞いて、私は少し楽しい気分になっている。

幼子とは茉莉のことで、(40)と同じく回復した娘のピアノの響きに嬉しさがこみあげて

いる。

以上のような、日常生活に材を採ったアララギ派系列の写生歌も多いが、拙論の趣意

から省略した。それらを含めて百首全体の連作としての解釈と鑑賞を、拙書「寂しい近

代^淑石・四迷・露伴・匪"M (朝林書房、 2009.3)に収録した。

笠原伸夫「森鵬外における旧派和歌」『森鴎夕師汗究」 5号、森鴎外研究会編、和泉書院、

1993年、 73 頁。

「この頃、明星ではギリシア神話を詠むことが流行していた」(平山城児前出)注(2D

に同じ。

明治40年、東京府勧業博覧会において三等。一等は、中村不折「建国胤行」で、ともに

上古の袖話を念頭に描かれた力作。鴎外の友人の原田直次郎に「素笑雄尊(素隻雄塔リ＼

岐大蛇退治)」(明28 第四回国内勧業博覧会三等)がある。山梨俊夫 1描かれた歴史

^日本近代と「歴史画」の磁場」星雲社、2005年、参照。

ビタミン発見の黎明期で、趨勢は脚気細菌説(誓紗ト)から脚気栄養説へ大転換した。脚

気細菌説をとった陸軍の兵食は白米で、日露戦争に「参戦した陸軍総兵力約百八万八千、

戦死者四万六千四百余名(脚気による戦病死者二万七千八百余名共に異数資料あり)に

照らして脚気惨禍とも称すべき状況であった」。坂内正『鴎外最大の悲座嘱新潮社、 2001

年、 176 頁。

石川淳 r森鴫タ"三笠書房、 1941年。

「十九歳で』加莫炎を患ってから以降ずっと結核性の疾患をもち続けていた。(R台)鴎外は、

まさに「内音彫に「キタナラシイモノ」を持ち、かつそれを外部に向けて撒き散らして

いることを認、識している自覚開放性結核患者」で「結核あることを隠、し続けるために 1仮

面』を被り、決して脱がなかった」(福田眞人縢吉核の文化史」名古屋大学出版会、1995

年、 94-95頁)。『チ戈百首」制作捌、前にも「明治四十年七月十八日、胸膜炎再発の徴あり」

(「自紀材料」)とある。

蓮實重彦肝赤」の誘惑^フィクション論序説」俳吊朝社、 2007年)に、 r妄想、』に表

出される「赤」について詳しく論じられている。

「我百首」において本音をもらしたことは次の書簡で分かる。「小生の我儘なる判断によ

れば現状にて歌を見せてこれが歌か歌でないかと問うて極めて貰うても好いと云ふやう

なる人は知り不申候佃台)定めてあいそのつきたる事と御聞取被成べきゃう存じ候へ共

御催促を受けて已むを得ず意中をかくさず申述候他に御吹聴は御無用に被成度候」(明治

42年6月28日、伊藤伊三郎宛書中訂)

他5)

(26)

(27)

(28)

森鴎外「我百首」論

(29)

(30)

(3D

(32)
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